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論文の内容の要旨

　本論文では，繊維強化複合材料の曲げ剛性，振り剛性および面内せん断剛性を，レーザーホログラフィー干

渉法を用いて光学的に測定する方法を提案するとともに，多くのケースについて実験および理論由有限要素法計

算を行いその結果と比較することによって，本方法の妥当性を明らかにしている。長方形の直交異方性積層板を

試験片として片持ち板の共振実験を行い，曲げ1次モードの振動数から曲げ剛性D1互およびD22を，挨りユ次モー

ドの振動数から振＝り剛性D66を決定する。同じ試験片を用いて静的4点曲げ実験により純麹げ変形を実現し，そ

の等高線を表わす干渉縞を解析することによって曲げ剛性比Dユ2／D22を決定する。’共振実験から求めたD22を用

いることによって，曲げ剛性D至2を得る。以上により，直交異方性積層板の4つの剛性値がすべて求められる。

振り剛性D66を決定する方法において，試験片の縦横比を異方性の度合に応じて適切に設定し，換り1次モード

の正確なたわみ関数を提案することによって，面内せん断剛性G王2を決定できることを示す。第ユ章～第3章で

は，以上の試験法について詳述するとともに，それによって得られた結果を理論計算結果あるいはその他の規格

試験結果と比較し，本試験法の妥当性を明らかにしている。第4章では，対象積層板の曲げ一操りカップリン

グ剛性の影響について，対称積層板及び逆対称積層板の試験片を用いた共振実験を行って調べている。

審査の結果の要旨

　本論文で提案されたレーザ・ホログラフィ干渉法を用いた光学的測定法は，繊維強化複合材料積層板をはじめ

とする直交異方性板の曲げ剛性，振り剛性および面内せん断剛性を，共振振動数と変形・振動モードの測定値の

みから直接実験的に決定する方法として，そのユニークさと有用性において高く評価される。また，曲げ一振り

カップリングに関する実験的考察は，貴重な新しい知見に富むものである。曲げ一振りカップリング剛性値の決

定法については，将来の発展に期待したい。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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